
��

　

社
会
経
済
や
行
政
需
要
の
変
化
に
適

切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
財
政

構
造
が
弾
力
的
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
当
市
に
お
け
る
財
政
構
造
の
弾
力

性
を
判
断
す
る
３
つ
の
指
標
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

●
経
常
収
支
比
率　

収
入
に
対
し
て
人

件
費
や
公
債
費
な
ど
必
ず
出
て
い
く
経

費
が
ど
の
く
ら
い
の
割
合
に
な
っ
て
い

る
か
を
示
す
も
の
で
す
。

　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
財
政
の
弾
力

性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

●
公
債
費
比
率　

市
税
や
地
方
交
付
税

な
ど
自
由
に
使
え
る
収
入
に
占
め
る
公

債
費
の
割
合
で
す
。

　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
借
入
金
の

返
済
が
財
政
を
圧
迫
し
て
健
全
性
を
保

て
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
実
質
公
債
費
比
率　

地
方
債
発
行
が

協
議
制
移
行
で
導
入
さ
れ
た
新
し
い
財

政
指
標
で
す
。

　

公
債
費
に
加
え
、
公
共
下
水
道
事
業

や
一
市
二
町
組
合
の
元
利
償
還
金
へ
の

繰
出
金
な
ど
が
、
市
税
や
地
方
交
付
税

と
い
っ
た
自
由
に
使
え
る
収
入
に
ど
の

程
度
回
さ
れ
た
か
を
み
た
も
の
で
、
こ

の
比
率
が
18
％
を
超
え
る
と
、
引
き
続

き
国
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

上
表
の
よ
う
に
、
当
市
の
財
政
指
標

は
県
内
13
市
平
均
を
上
回
る
良
好
な
数

値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
税
収
入
の
減
少
や
国
の
地
方
財
政

計
画
の
縮
小
な
ど
、
今
後
財
政
状
況
は

年
々
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
、
健

全
で
安
定
し
た
財
政
運
営
を
維
持
す
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

指
標
で
み
る
財
政
状
況

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）

と
は
、
今
ま
で
の
公
共
事
業
な
ど
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
学
校
や
道
路
、
社

会
福
祉
施
設
な
ど
の
資
産
と
、
そ
の
た

め
に
必
要
と
な
っ
た
お
金
を
そ
れ
ぞ

れ
、
借
方
、
貸
方
に
分
類
し
て
対
比
し
、

資
産
価
値
や
負
債
内
容
を
分
か
り
や
す

く
示
し
た
も
の
で
す
。

●
借
方

　

平
成
17
年
度
の
資
産
総
額
は
、
６
６

９
億
５
、４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
資
産
」
は
、
市
が
保
有
し
て

い
る
道
路
や
学
校
、
基
金
な
ど
の
財
産

を
表
し
ま
す
。
市
民
１
人
当
た
り
に
換

算
す
る
と
、
１
６
９
万
円
の
資
産
を
保

有
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

●
貸
方

　

平
成
17
年
度
の
負
債
総
額
は
、
１
８

６
億
６
、２
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
負
債
」
は
、
資
産
形
成
に
関
し

て
、
将
来
世
代
が
返
済
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
金
額
を
表
し
ま
す
。
市
民
１
人

当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
47
万
円
の
負

債
を
抱
え
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
資
産
形
成
に
関
し
て
、
現
在

ま
で
の
世
代
が
既
に
負
担
し
た
金
額
を

表
す「
正
味
資
産
」の
総
額
は
、
４
８
２

億
９
、２
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

既
に
１
２
２
万
円
の
支
払
い
を
終
え
て

い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）

■経常収支比率、公債費比率、実質公債費比率の推移と他市平均値との比較

各　指　標
当市の数値 県内13市

の平均値

平成17年度 平成16年度 平成17年度

経 常 収 支 比 率 85.4% 82.2% 91.5%

公 債 費 比 率 13.4% 13.7% 15.4%

実 質 公 債 費 比 率 8.3% − 15.8%

借　　　方

計　669億5,400万円

◉有形固定資産
539億0,600万円

うち土地135億5,600万円
　学校、道路など建設的な事業に使われたお金の総
額です。道路や建物は減価償却をしています。土地
代は取得価格で計上しています。

◉投資的資産
93億9,500万円

　関係団体への出資金や長寿社会対策基金、国際交
流基金など、蓄えているお金です。

◉流動的資産
36億5,300万円

　現金で持っているもののほか、必要なときにすぐに
現金化することができる基金、市税など市に納めても
らうお金のうち、まだ納められていないものです。

貸　　　方

計　669億5,400万円

◉負債
・借入金（市債）� 157億0,400万円
　学校、道路などを建設するための財源として市が
銀行や国などに借金しているお金の残高です。

・退職給与引当金� 29億5,800万円
　市の職員が年度末に全員退職した場合の退職金で
す。実際、今支払うものではありませんが、将来発
生するものとして負債に計上しています。

◉正味資産
482億9,200万円

　学校、道路などを建設するために使ったお金のう
ち、国や県から補助金としてもらったものや税金な
ど、市のお金の総額です。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。

　

特
に
高
齢
者
の
場
合
、
発
症
す
る
と

重
症
化
し
や
す
く
、
肺
炎
合
併
な
ど
で

死
に
至
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
典
型
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症

状
は
、
突
然
の
高
熱
や
頭
痛
、
関
節
痛
、

筋
肉
痛
な
ど
で
、の
ど
の
痛
み
や
せ
き
、

鼻
水
な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
普
通
の

風
邪
と
比
べ
て
全
身
症
状
が
強
い
の
が

特
徴
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て
、
予
防
接
種
の
有
効
性

が
世
界
的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
11
月
下

旬
か
ら
翌
年
の
３
月
を
中
心
に
流
行
し

ま
す
の
で
、
遅
く
と
も
12
月
中
旬
ま
で

に
接
種
を
行
う
と
効
果
的
で
す
。

　

当
市
で
は
、
平
成
13
年
の
予
防
接
種

法
改
正
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
希
望
す
る
方
に
対
し
て
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
実
施
医

療
機
関
ま
た
は
主
治
医
と
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
助
成
対
象
者

・
65
歳
以
上
の
方
（
接
種
時
65
歳
に
な

る
方
を
含
み
ま
す
）

・
60
〜
64
歳
で
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器

な
ど
に
障
害
を
有
す
る
方

●
実
施
期
間

　

11
月
１
日
〜
平
成
19
年
１
月
31
日

●
自
己
負
担
額　

１
、０
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
、
受
給
者

証
を
提
出
す
る
と
無
料
に
な
り
ま

す
。

●
実
施
医
療
機
関
に
つ
い
て

　

当
市
で
は
、
白
石
市
医
師
会
、
角
田

市
医
師
会
、
柴
田
郡
医
師
会
と
委
託
契

約
を
交
わ
し
て
い
ま
す
の
で
、白
石
市
、

角
田
市
、
蔵
王
町
、
七
ヶ
宿
町
、
柴
田

町
、
大
河
原
町
、
村
田
町
、
川
崎
町
、

丸
森
町
の
各
医
療
機
関
で
接
種
で
き
ま

す
。
都
合
の
良
い
医
療
機
関
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

予
防
接
種
に
加
え
、
外
出
時
の
マ
ス

ク
着
用
や
帰
宅
時
の
う
が
い
な
ど
、
日

常
生
活
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防

す
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す

高
齢
者
の
方
の

接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

10
月
15
日
、
越
河
小
学
校
を
中
心
に

市
と
県
の
共
催
で
土
砂
災
害
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
越
河
地
区
す
べ
て
の
自

治
会
を
は
じ
め
、
26
の
機
関
・
団
体
か

ら
合
わ
せ
て
約
８
０
０
名
が
参
加
。

　

豪
雨
の
た
め
市
内
各
所
で
床
上
・
床

下
浸
水
が
発
生
し
、
特
に
越
河
地
区
で

土
石
流
や
山
崩
れ
に
よ
り
民
家
倒
壊
、

道
路
の
寸
断
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
情
報
伝
達
訓
練

や
避
難
訓
練
、
倒
壊
家
屋
か
ら

の
救
出
訓
練
な
ど
16
項
目
に
及

ぶ
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た

手
順
や
指
示
に
従
い
な
が
ら
迅
速
に
行

動
し
、
無
事
に
訓
練
を
終
え
ま
し
た
。

　

地
球
環
境
の
変
動
に
よ
る
気
候
の
不

安
定
化
が
進
む
中
、
越
河
地
区
で
は
全

自
治
会
が
そ
れ
ぞ
れ
自
主
防
災
組
織
を

結
成
し
、
今
年
８
月
に
は
連
合
会
を
結

成
す
る
な
ど
、
防
災
先
進
モ
デ
ル
地
域

と
し
て
、
住
民
の
安
全
に
対
す
る
活
動

を
促
進
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練

は
、
地
域
住
民
、

行
政
、
民
間
企

業
な
ど
が
、
そ

れ
ぞ
れ
密
接
に

連
携
し
な
が
ら

危
機
を
回
避
し

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め

て
示
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

防
災
意
識
の
高
揚
と
併
せ
、
こ

う
い
っ
た
相
互
協
力
体
制
の
確

立
と
進
展
が
今
後
一
層
望
ま
れ

ま
す
。

●
地
域
独
自
の
取
り
組
み

　

９
月
17
日
、
南
町
区
民
会
館

で
南
町
自
治
会
と
東
北
大
学
の

共
催
に
よ
る
「
地
震
防
災
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
２
年
前
か
ら
南
町
自
治

会
で
は
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
３

回
目
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
３

班
に
分
か
れ
て
図
上
防
災
訓
練

を
実
施
。
参
加
者
た
ち
は
、
災

害
発
生
時
の
具

体
的
対
応
策
や

事
前
対
策
の
重

要
性
を
再
確
認

し
、
自
主
防
災

部
の
行
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
の

第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

■風邪とインフルエンザの相違点

インフルエンザ 風　邪

感染力 人から人へ急速に拡大する。
だらだらと広が
ることが多い。

症　状

38～40℃の高熱
や悪寒、けん怠感
などの全身症状を
伴う。鼻やのどな
どにも症状が出る。

主に鼻、のどな
どに症状が現
れ、発熱を伴う
こともある。

経　過 急激な高熱で発症する。
ゆっくりと経過
する。

▲越河全地区から参加した462名の皆さん。
　関心の高さをうかがわせました。

▲大きな地図を使っての防災訓練 ▲応急処置訓練を行う参加者

インフルエンザを予防しましょうインフルエンザを予防しましょう
　今年もインフルエンザの流行する時期がやって来ました。インフルエンザは、わ
が国最大の感染症で、一度流行が始まると、短期間に子どもから高齢者まで、多く
の人を巻き込む病気です。普通の風邪とは症状も、重症度も異なります。
　インフルエンザが流行する前に、インフルエンザワクチンを接種して予防しましょう。

問健康推進課　☎22-1362

住民と行政が一体に
〜10・15土砂災害防災訓練〜


